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埼玉県川越市 時の鐘

川越市はNHK連続テレビ小説「つばさ」の舞台。「時の鐘」は400年
前から城下町に「時」を知らせてきた川越のシンボルです。
平成8年、「残したい日本の音風景百選」にも選ばれています。
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第1章 ２００９年３月期の実績
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(億円)

貸出金：期末残高 ２兆７，２６１億円

年伸率：＋３．４％ 増加額：＋９１０億円

（一般貸出金増加率：＋４．７％）

コア業務純益：２１９億５６百万円

前年比 △１９億２９百万円

前年比マイナスながら過去３番目の高水準

不良債権比率
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預金：期末残高 ３兆１，７４６億円

年伸率：＋４．３％ 増加額：＋１，３１４億円

預り資産：７％超の伸び

経常損失：８１億１５百万円

当期純損失：４１億１４百万円

当期純損失の赤字幅は０１年度（△９３億９８百万円）

の半額以下

不良債権残高

７５２億円

分配可能額

４３０億円

自己資本比率（単体）

１０．１０％

２００９年３月期決算の概要２００９年３月期決算の概要

収 益 の 推 移

•０９年３月末の貸出金期末残高は、前年比９１０億円（＋３.４％）増加の２兆７,２６１億円
•コア業務純益は、２１９億５６百万円と過去３番目の水準
•経常および当期段階では、７期振りの赤字計上

•０９年３月末の貸出金期末残高は、前年比９１０億円（＋３.４％）増加の２兆７,２６１億円
•コア業務純益は、２１９億５６百万円と過去３番目の水準
•経常および当期段階では、７期振りの赤字計上
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利益の状況利益の状況

(億円、％)

増減額 増減率

1 業務粗利益 500 △ 62 △ 11.0
2 資金利益 523 △ 1 △ 0.3
3 役務取引等利益 40 △ 15 △ 27.4

4 その他業務利益 △ 63 △ 45 △ 250.7
5 （うち債券５勘定尻） △ 79 △ 46 △ 140.8
6 （うち金融派生商品収益） 16 1 8.1
7 経費（△） 360 3 1.0
8 実質業務純益 140 △ 65 △ 31.9

9 コア業務純益 219 △ 19 △ 8.1

10 一般貸倒引当金繰入額（△） 40 44 －
11 業務純益 99 △ 109 △ 52.4
12 臨時損益 △ 180 △ 143 △ 377.5

13 不良債権処理費用（△） 140 113 417.8
14 株式関連損益 △ 16 △ 17 ー
15 その他 △ 24 △ 11 △ 96.1

16 経常利益 △ 81 △ 252 △ 147.2

17 特別損益 6 △ 4 △ 39.4

18 税引前当期純利益 △ 74 △ 257 △ 140.7

19 当期純利益 △ 41 △ 150 △ 137.5

実績
前  年  比

０９年３月期の収益状況０９年３月期の収益状況

増減額〔△1億円〕の内訳

（増加要因）
①貸出金利息増 20億円

うち、Ｖ要因：29億円
Ｒ要因：△9億円

②ｺｰﾙ・ﾏﾈｰ利息減 4億円

（減少要因）
①預金利息等増 3億円
②有証利息減 20億円

有価証券減損〔103 億円〕の内訳

①債券 △53億円
②株式 △50億円

信用コスト〔180億円〕の内訳

①一般貸倒引当金繰入 40億円
②個別貸倒引当金繰入 140億円

•資金利益は、貸出金のボリューム増を主因に、ほぼ前年並みの５２３億円を確保
•役務取引等利益は、預り資産収益の悪化により前年比△１５億円の４０億円
•有価証券の減損および信用コスト急増により、経常利益は△８１億円、当期純利益も△４１億円

•資金利益は、貸出金のボリューム増を主因に、ほぼ前年並みの５２３億円を確保
•役務取引等利益は、預り資産収益の悪化により前年比△１５億円の４０億円
•有価証券の減損および信用コスト急増により、経常利益は△８１億円、当期純利益も△４１億円
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運用・調達実績運用・調達実績

(％)

1 1.903 △ 0.049

貸出金利回り 2 2.077 △ 0.037

有価証券利回り 3 1.252 △ 0.243

4 0.261 0.013

（預金等利回り） 5 0.272 0.003

<円預貸金利回差> 6 1.819 △ 0.052

7 1.142 △ 0.018

8 0.458 △ 0.030

０９年３月期 前年比

 経費率

 総資金利鞘

項          目

 資金運用利回り

 預金利回り

増減額 増減率

貸 出 金 26,440 1,422 5.6%

有 価 証 券 5,458 △ 458 △7.7%

預 金 等
（ NCD を 含 む ） 31,542 806 2.6%

預 り 資 産 残 高
（ 末 残 ） 5,404 377 7.4%

(億円)

０９年３月期
前年比

項         目
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1.871

2.073

2.077
2.114

1.994

2.100

2.003

1.223

1.373

1.252

1.495
1.510

0.030
0.261

0.248

0.100
0.029

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

(%)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00
(%)

円預貸金利回差

貸出金利回り

有価証券利回り

預金利回り（右目盛）

期中平残期中平残

利回り等利回り等

利回り等推移

•貸出金運用平残は、前年比1,４２２億円（＋５.６％）の高い伸びを維持
•円預貸金利回差は、前年比０.０５２％縮小の１.８１９％へ
•今期は、預金金利の引下げ効果の浸透や金利の高いＮＣＤの期落ちにより調達金利は低下する見込み

•貸出金運用平残は、前年比1,４２２億円（＋５.６％）の高い伸びを維持
•円預貸金利回差は、前年比０.０５２％縮小の１.８１９％へ
•今期は、預金金利の引下げ効果の浸透や金利の高いＮＣＤの期落ちにより調達金利は低下する見込み
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貸出金の推移貸出金の推移

    項                  目 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3
期　　末　　残　　高 20,896 22,681 24,515 26,350 27,261
　　　増　　加　　額 1,420 1,785 1,834 1,835 910
　　　伸　　び　　率 7.3 8.5 8.1 7.4 3.4
地 銀 平 均 伸び率 0.1 2.2 2.8 2.6 4.4

（当行一般貸出金残高） (19,369) (21,059) (22,446) (23,938) (25,078)
（　　　　　　　増　加　額） (1,513) (1,690) (1,387) (1,492) (1,140)
（　　　　　　　伸　び　率）　 (8.4) (8.7) (6.5) (6.6) (4.7)

(億円、％）
貸出金の推移貸出金の推移
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事業性貸出 個人ローン 地公体等

一般事業性貸出及び個人ローンの推移
数字は伸び率（％）
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16.6

7.1  
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6.7  

△6.4 △0.4 20.9

8.0

6.0  

13.3

（億円）
県内金融機関貸出金シェアの推移

11.3% 11.9% 12.3% 12.7% 13.9% 14.5%

71.0% 69.6%

14.0% 15.0% 14.4% 14.5% 15.1%

13.3% 15.3%

71.5%72.3%72.5%72.8%73.1%
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当行 他の銀行 信用金庫

10.4
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8.9

•期末残高の伸びは鈍化するも、一般貸出金（地公体、財務省向け等特殊貸出を除く）は、前年比１,１４０億円（＋４.７％）の増加

•特に、個人ロ－ンは、＋１０.４％の伸びを維持
•県内シェアは、前年比０.８％上昇し、１５.３％となる

•期末残高の伸びは鈍化するも、一般貸出金（地公体、財務省向け等特殊貸出を除く）は、前年比１,１４０億円（＋４.７％）の増加

•特に、個人ロ－ンは、＋１０.４％の伸びを維持
•県内シェアは、前年比０.８％上昇し、１５.３％となる



Copyright, Musashino Bank Ltd. 7

預金預金・預り資産・預り資産の推移の推移

1,046
1,440

1,826 2,076 2,207

882

1246

1631
1813 1810

845

1137
1386

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

05/3 06/3 0７/3 08/3 09/3

(億円)
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個人 法人

当行伸び率 地銀伸び率

    項                   目 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3
    預金残高 （末残） 28,045 28,806 29,650 30,432 31,746
    　　　　　　伸び率 3.4 2.7 2.9 2.6 4.3
    　　　　 地銀平均 1.6 0.5 2.4 1.1 2.4
　　NCD残高（末残） 46 150 685 1,106 257
    預 り 資 産 残 高 2,265 3,260 4,304 5,027 5,404
    　　　　　　伸び率 75.3 43.9 32.0 16.7 7.4

（億円、％）

（億円）
預り資産残高の推移（％）

預金等の推移預金等の推移

預金残高の推移

•預金残高は、前年比１，３１４億円増加の３兆1,７４６億円で増加率４.３％と地銀平均を上回る
•個人預金も、前年比＋７４６億円の２兆４,１４３億円と順調に増加
•利回りの高い調達を圧縮し、ＮＣＤの残高は前年比△８４９億円の２５７億円となる

•預金残高は、前年比１，３１４億円増加の３兆1,７４６億円で増加率４.３％と地銀平均を上回る
•個人預金も、前年比＋７４６億円の２兆４,１４３億円と順調に増加
•利回りの高い調達を圧縮し、ＮＣＤの残高は前年比△８４９億円の２５７億円となる

569

746

△138

919
545

299

190

571156

768
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役務利益および経費の推移役務利益および経費の推移

経費の推移

17,880 18,522 18,203 18,268 18,333

13,713 14,597
15,326 15,743

16,135

61.68% 62.01%
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70%
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税金 コアＯＨＲ

預り資産関係の役務利益推移

1,143
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2,298
1,965
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05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

（百万円）

投信関連 保険窓般 国債等 その他（為替手数料等）

288

190

（ ）内は、役務利益合計 赤字は、預り資産収益合計

（4,820）

（5,511）

（6,109）

（5,515）

（4,006）

•投信手数料の減少を主因に、預り資産関係収益は前年比１２億７７百万円減の１９億７２百万円
•コア業務粗利益減少と物件費の増加によりコアＯＨＲは、６２.１４％へ上昇

•投信手数料の減少を主因に、預り資産関係収益は前年比１２億７７百万円減の１９億７２百万円
•コア業務粗利益減少と物件費の増加によりコアＯＨＲは、６２.１４％へ上昇

1,874

2,890

3,492 3,249

1,972

（ ）内は、経費合計

（33,246）
（34,942）（35,197）

（35,679）（36,052）
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貸出金の状況貸出金の状況
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県内 東京等 県内比率

中小企業向け等貸出金の推移
（億円）

（億円） 地域向け貸出金の推移

当行（09/3） 地銀平均（08/9） 平均比

製造業 11.8% 13.1% △ 1.3%

農業・林業・鉱業 0.2% 0.5% △ 0.3%

建設業 6.1% 4.7% 1.4%

電気・ガス・熱供給・水道業 0.5% 0.9% △ 0.4%

情報通信業 0.3% 0.7% △ 0.4%

運輸業 3.2% 3.2% △ 0.0%

卸売・小売業 9.2% 12.2% △ 3.0%

金融・保険業 2.1% 4.3% △ 2.3%

不動産業 8.9% 10.6% △ 1.7%

各種サービス業 9.4% 11.9% △ 2.5%

地方公共団体 4.7% 7.7% △ 3.0%

その他（住宅ﾛｰﾝ等） 43.6% 30.4% 13.2%

計 100.0% 100.0%

業種別構成割合の地銀平均比較（０９／３月末）

•貸出金の業種別構成は、建設業向けが６.１％と地銀平均を１.４％上回るが、不動産業向けは地銀平均を１.７％下回る
•中小企業向け等貸出金比率は８１.１％、地域向け貸出金比率９１.２％と引続き高い水準を維持

•貸出金の業種別構成は、建設業向けが６.１％と地銀平均を１.４％上回るが、不動産業向けは地銀平均を１.７％下回る
•中小企業向け等貸出金比率は８１.１％、地域向け貸出金比率９１.２％と引続き高い水準を維持
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不良債権の状況①不良債権の状況①
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破産更生債権等 危険債権 要管理債権

（億円）
不良債権残高（再生法ベース）の推移

（737）

（810）

（682） （681）

（ ）内は、不良債権額
（752）

•０９年３月末の不良債権残高は７５２億円と前年比＋７１億円増、不良債権比率は２.７３％と前年比０.１８％上昇
•過去５年間の不良債権比率および信用コスト率は地銀平均を大幅に下回る

•０９年３月末の不良債権残高は７５２億円と前年比＋７１億円増、不良債権比率は２.７３％と前年比０.１８％上昇
•過去５年間の不良債権比率および信用コスト率は地銀平均を大幅に下回る

7

4040
25

42
27

△ 14 △ 1 △ 4

140

△ 50

0

50

100

150

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

一般貸倒引当金

個別貸倒引当金

（億円）

信用コストの推移

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 平均
不良債権比率（当行） 3.82 3.21 2.75 2.55 2.73 3.01
不良債権比率（地銀） 5.49 4.49 3.98 3.70 3.24 4.18
信用コスト率（右目盛り・当行） 0.24 0.05 0.17 0.09 0.68 0.25
信用コスト率（右目盛り・地銀） 0.54 0.48 0.42 0.42 0.53 0.48

(単位：％）

0

1

2

3

4

5

6

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

(%)

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8
(%)

不良債権比率（当行） 不良債権比率（地銀）

信用コスト率（右目盛り・当行） 信用コスト率（右目盛り・地銀）

不良債権比率と信用コスト率の推移

※地銀平均の不良債権比率（09/3）および信用コスト比率は、当行計算値
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不良債権の状況不良債権の状況②②

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

開示債権計 810 737 682 681 752

製造業 123 84 72 82 72
15% 11% 11% 12% 10%

建設業 79 60 67 68 119
10% 8% 10% 10% 16%

卸売・小売業 102 89 95 85 75
13% 12% 14% 13% 10%

不動産業 199 218 171 162 219
25% 30% 25% 24% 29%

サービス業 121 107 98 107 83
15% 15% 14% 16% 11%

運輸・通信業 44 37 39 39 23
6% 5% 6% 6% 3%

その他 139 139 136 136 156
17% 19% 20% 20% 21%

(単位：億円）

業種別開示債権残高・構成比の推移

•業種別開示債権残高は、建設業および不動産業が急増（それぞれ前年比５０億円超の増加）
•個別貸倒引当金１４０億円の５５％にあたる７７億円が不動産業

•業種別開示債権残高は、建設業および不動産業が急増（それぞれ前年比５０億円超の増加）
•個別貸倒引当金１４０億円の５５％にあたる７７億円が不動産業

(単位：億円）

07上 07下 07通 08上 08下 08通

個別貸倒引当金計 7 19 27 58 81 140

製造業 0 3 4 3 16 19
11% 19% 17% 6% 20% 14%

建設業 0 1 2 1 7 8
11% 8% 9% 3% 9% 6%

卸売・小売業 2 1 3 1 3 5
34% 5% 14% 2% 5% 4%

不動産業 0 0 0 38 39 77
△6% 3% 1% 65% 48% 55%

サービス業 4 11 15 12 6 19
54% 59% 58% 21% 8% 14%

運輸・通信業 0 0 0 0 5 6
△3% 3% 1% 1% 7% 4%

その他 0 0 0 1 2 4
△12% 2% △2% 3% 4% 3%

業種別個別貸倒引当金残高・構成比の推移



①審査・管理機能の強化
・企業支援、債権回収および営業店審査指導の人員を配置、増員（３名）
・業種別審査体制の強化、セーフティネット保証の推進

②保全強化等による信用リスクの圧縮
＜建設・不動産業の貸出残高推移＞ ＜開示債権のカバー率（※）推移＞
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不良債権の状況③不良債権の状況③

1,533 1,689 1,645 1,698 1,656

1,789
2,099 2,549 2,867

2,418

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

億円

建設業 不動産業

与信管理強化への取組

信用コスト（０９年度）⇒１００億円（一般貸倒引当金２０億円、個別貸倒引当金８０億円）以内に抑制

•与信管理機能の強化を進め、０９年度の信用コストは１００億円以内、信用コスト率３７ベーシス以内に抑制
•建設・不動産の貸出残高はピークアウトし、総貸出残高の１５％弱に
•開示債権のカバー率は、８９.９４％まで上昇

•与信管理機能の強化を進め、０９年度の信用コストは１００億円以内、信用コスト率３７ベーシス以内に抑制
•建設・不動産の貸出残高はピークアウトし、総貸出残高の１５％弱に
•開示債権のカバー率は、８９.９４％まで上昇

89.94
83.7783.78

79.54

81.34

70

75

80

85

90

95

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

（％）

カバー率

※カバー率＝（担保等の保全額＋引当金）÷開示債権残高

（3,322）
（3,788）

（4,194）
（4,565）

（4,074）

新興デベロッパーの事例
（０８／５） （０９／４） （ 差 異 ）

先数 １５社 １０社 △ ５社
貸出残高① ３３８億円 ２５９億円 △７８億円
保全率② ６０.４％ ７５.３％ ＋１４.９％
未保全額（①×（１－②）） １３３億円 ６３億円 △７０億円



有価証券残高の内訳推移

2,428 2,559

1,948
1,570 1,457

1,094 1,032

1,240

1,214

2,246

1,964
1,667

477

482

337

1,198

2,152

2,115

666
718

246181
226

1
△ 66

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

（億円）

△ 100

△ 50

0

50

100

150

200

250

300
（億円）

国債 地方債 その他 株式 含み損益

(右目盛)
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（その他の証券の内容）
・外国証券
うち、外貨建外国証券（３６億円）⇒ほとんどが日本政府保証付

サブプライム関連 ０
ＣＤＯ （３銘柄 ６億円）

・その他投信
うち、オルタナティブ投資 １０７億円

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 
その他の証券 2,115 2,152 2,246 1,965 1,667

社債 1,259 1,177 1,387 1,304 1,175
外国証券 629 673 545 360 273
その他 228 302 314 300 219

投資信託 197 270 283 271 197
株式投信 57 75 82 73 47
ＲＥＩＴ・不動産投信 23 31 48 33 12
その他の投信等 116 164 152 164 138

(単位：億円）

保有有価証券の状況保有有価証券の状況

(6,460)
(6,099)

(5,231)

(6,113)

( )内は、有価証券合計

(4,659)

債券デュレーションの推移

2.72.3
3 .4 3 .1 3 .1

3 .0
3.83.6

0.0

2.0

4.0

02/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

（年）

•サブプライム関連投資の残高はゼロ、ＣＤＯは６億円の保有、証券化商品のリスクは限定的
•０９年３月期の保有株式は、３３７億円とＴｉｅｒ１（１，４１２億円）の２３％

•サブプライム関連投資の残高はゼロ、ＣＤＯは６億円の保有、証券化商品のリスクは限定的
•０９年３月期の保有株式は、３３７億円とＴｉｅｒ１（１，４１２億円）の２３％
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資本の状況資本の状況

760

941
941

941
941

249 364 471548461

518
478

460

416

428

10.34 10.10

9.27

10.21
10.51

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00剰余金等 資本金・準備金

Tier2等 自己資本比率(右目盛り)

（億円） （％）

自己資本比率等の推移

（1,967）
（1,864）

（1,721）

（1,438）

（ ）内は、自己資本額

（1,930）

•０９年３月期の自己資本比率は、１０.１０％と前年比０．２４ポイントの低下
•変動国債の理論値採用の影響は０．１３ポイント、弾力化措置は０．２０ポイントの比率押上要因

•０９年３月期の自己資本比率は、１０.１０％と前年比０．２４ポイントの低下
•変動国債の理論値採用の影響は０．１３ポイント、弾力化措置は０．２０ポイントの比率押上要因
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（単位：億円）

単体

当 期 純 利 益 △ 43 △ 41 △ 2 106.86

連単比率(%)

114.04

98.73

781

△ 81

890

項   目
連結

09/3期
連単差額

1△ 80

109経 常 収 益

経 常 利 益

ぶぎんぶぎんグループの決算状況グループの決算状況

（単位：億円）

自 己 資 本 比 率 （ ％ ） 10.19 10.49 △ 0.30

項   目

経 常 収 益

09/3期

△ 151

前年比

△ 43

△ 6

△ 260経 常 利 益

当 期 純 利 益

890

△ 80

08/3期

896

180

108

連単比較連単比較

前年比較前年比較

•当行の連結子会社は７社
•０９年度の連結経常収益は、８９０億円（前年比△６億円）
•経常及び最終利益段階では、単体同様赤字計上

•当行の連結子会社は７社
•０９年度の連結経常収益は、８９０億円（前年比△６億円）
•経常及び最終利益段階では、単体同様赤字計上



Copyright, Musashino Bank Ltd. 16

第２章 中期経営計画の見直し
と主な業務運営施策
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中期経営計画中期経営計画見直しの背景見直しの背景

中計策定時には想定できなかった経済環境の激変⇒県内経済に大きな影響

想定していた経済シナリオとの大幅な乖離

従業員数判断ＢＳＩ（期末判断「不足気味」－「過剰気味」社数構成比）出所：同左県内企業業績予想（前年同期比増減率、全規模・全産業）出所：関東財務局

雇用情勢（県内企業）

13%
15%

10%

-5%

-10%

-5%

0%

5%

10%

15%

20%

06/3 07/3 08/3 09/3

県内企業の業績予想推移

-30%

-20%

-10%

0%

10%

20%

30%

06/3 07/3 08/3 09/3

売上高

経常損益

設備投資

日経平均 07/3 17,287円 中計策定時シナリオ･･･緩やかに上昇 09/3 8,109円

政策金利 〃 0.50％ 〃 ･･･ １％の上昇 〃 0.1％

長期国債 〃 1.65％ 〃 ･･･0.75％の上昇 〃 1.34％

•金融経済環境の激変により、銀行取引の原点に立ち戻り、中期経営計画ＶＡＬＵＥ ＵＰ２１ 基本戦略」の見直しを実施•金融経済環境の激変により、銀行取引の原点に立ち戻り、中期経営計画ＶＡＬＵＥ ＵＰ２１ 基本戦略」の見直しを実施

■営業体制の抜本的改革 ⇒ 本部業推部門を含め、全般的に見直し

■人財・組織の活性化 ⇒ お客さま満足度Ｎｏ.１銀行への取組み

■経営品質の高度化 ⇒ 信用リスク管理・コスト管理態勢の強化

「質と量のバランスをとった推進」「質と量のバランスをとった推進」

プロジェクト組成プロジェクト組成

従来の取組みを強化従来の取組みを強化

次
期
中
計
を
見
据
え
て
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営業体制の抜本的改革①営業体制の抜本的改革① ～法人部門～～法人部門～

0

4,000

8,000

12,000

16,000

20,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3予想

（先数）

法人先数

うち年商5億円以上

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

０５/３ ０６/３ ０７/３ ０８/３ ０９/３ １０/３予想

(億円）

0%

1%

2%

3%

4%

5%

6%

7%

8%

9%

10%

５億円以上

１～５億円未満

年商１億円未満

事業性貸出金年伸率

事業性貸出金（年商階層別）推移
期末月月中平残

貸出先数の推移

•新規開拓活動強化
•二次深耕の徹底による
取引密度向上

•フィービジネスへの取組強化

信用リスクを意識した推進

きめ細かな付利の徹底

基盤強化

質の向上 推進活動の最適化

･ 法人ｵﾌｨｽ・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾛｰﾝｾﾝﾀｰの
再検討

･ 営業推進活動の効率化

企業開拓・深耕活動の再構築

•事業性貸出金の伸びおよび貸出先数が減少傾向 ⇒ 経営資源の県内集中による「県内特化」
⇒ 地域密着型推進への展開
⇒ フェース・トゥ・フェースによる深耕

•事業性貸出金の伸びおよび貸出先数が減少傾向 ⇒ 経営資源の県内集中による「県内特化」
⇒ 地域密着型推進への展開
⇒ フェース・トゥ・フェースによる深耕
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73,316 77,312 77,427
63,602 67,598

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3

営業体制の抜本的改革②営業体制の抜本的改革② ～個人部門～～個人部門～

4,788
5,610 6,138 6,787 7,466

2,458
2,620

2,687
2,786

3,133

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3（予想）

住宅ローン アパマン等

有担保型ローン残高推移

県内住宅着工戸数の推移

（出所 国土交通省）

優良貸出資産の積上げ

・属性良好先への専用住宅ローン商品導入

・地元資産家層に対するアパマン業者と連携しての営業展開

管理態勢の強化
・信用コストの低減を図るため、入口（審査）、出口

（債権管理、回収）を強化

・住宅ローンの審査態勢見直し、商品の改正

・コンサルティング態勢の充実

ローンサポートセンターでの迅速・丁寧な相談対応

住宅ローンセンターの役割の見直し

・センターの統廃合

・営業店とセンターの役割分担の効率化

(億円）

(戸）

•県内の住宅市況は、改正建築基準法の影響により一時的に落ち込むものの、持ち直しの兆し
•パイの縮小や景況感悪化により、競合激化や信用コストの増加が懸念⇒良質案件や優良顧客確保に的を絞った推進

•県内の住宅市況は、改正建築基準法の影響により一時的に落ち込むものの、持ち直しの兆し
•パイの縮小や景況感悪化により、競合激化や信用コストの増加が懸念⇒良質案件や優良顧客確保に的を絞った推進

（7,246）

（8,230）
（8,825）

（9,573）
（10,599）（ ）内は、合計
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営業体制の抜本的改革③営業体制の抜本的改革③ ～調達部門～～調達部門～

➢富裕層・退職者層への取組強化
466

677 726

479

149

800

145

237
270

291

248

659

476
503

354

296

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3（予想）

（億円）

投資信託 保険商品

国債

預り資産販売額推移

預金貸出金平残推移

➢チャネル

・各店ＦＡ２名体制確立、外訪活動の強化

・非対面チャネルの充実

➢商品

・新分野への取組み強化（収入保障、介護保険等）

➢インフラ、サポート

・保険窓販システムの導入

・きめ細かなアフターフォローの継続

➢個人

・総合取引の強化(年金・給振等集まる預金の体制構築)

・取引先数の増強

・退職金運用商品のリニューアル

➢法人

・メイン化推進による預金・機能取引の充実15,000

17,000

19,000

21,000

23,000

25,000

27,000

29,000

31,000

33,000

35,000

05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3（予想）

（億円）

預金等

貸出金

•投信を中心とした預り資産の販売体制を強化
•貸出金好伸による預貸率上昇（３月末８５.１８％）により、預貸金尻の急激な縮小を受け、調達体制の見直し

•投信を中心とした預り資産の販売体制を強化
•貸出金好伸による預貸率上昇（３月末８５.１８％）により、預貸金尻の急激な縮小を受け、調達体制の見直し

預り資産

預 金

（1,270）

（1,390）
（1,499）

（1,124）

（693）

（ ）内は、合計
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≪具体的推進施策≫

お客さま意見の集約強化
２０年下期、約８千先のお客さまへのアンケート実施
⇒結果の分析、施策等への反映

本部臨店指導、外部モニタリングの導入

人材育成の強化

店頭営業態勢を高度化

ロビー担当者導入、総合受付システム・新型ディスプレイ導入
休日相談営業の試行等

行員褒賞制度（ＣＳへの取組み良好者）

お客さま満足度お客さま満足度№№１銀行の追求１銀行の追求

提案・相談営業の充実

地元企業への

積極的な融資拡大

営業時間の延長

地域社会への

積極的な参加

地場産業育成に

向けた取組み

健全な経営

経営アドバイ ス

機能の充実

0 10 20 30 40 50 60

「まごころ向上運動」を積極的に展開

≪基本方針≫

○行員の意識改革

○マナー向上･･･心地良いサービスを提供

○スキルアップ･･･サービスの質の更なる向上

○店舗等の環境整備・美化

○商品・サービスの充実

お客さまの声を基点にしたＰＤＣＡの確立

[抜粋]お客さま(法人)ｱﾝｹｰﾄ結果「今後の武蔵野銀行に期待すること」[抜粋]お客さま(法人)ｱﾝｹｰﾄ結果「今後の武蔵野銀行に期待すること」

ＰＬＡＮ

ＤＯ

ＰＬＡＮ

ＣＨＥＣＫ

ＡＣＴＩＯＮ
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２０１０年３月期の業績予想２０１０年３月期の業績予想 ～黒字回復必達！～～黒字回復必達！～

１０／３期予想 前年実績 比較

576 500 76
資金利益 532 523 9
役務利益 41 40 1

1 △ 63 64
△ 8 △ 79 71
361 360 1
214 140 74
20 40 △ 20

194 99 95
222 219 3

△ 104 △ 180 76
80 140 △ 60
1 △ 16 17

その他 △ 25 △ 24 △ 1
90 △ 81 171

特別損益 5 6 △ 1
95 △ 74 169
39 33 6
56 △ 41 97

10.00 10.10 △ 0.10自己資本比率

経常利益

税引前利益
法人税等及び調整額 （△）

当期純利益

コア業務純益

臨時損益
不良債権処理費用  （△）
株式等損益

実質業務純益
一般貸倒引当金 （△）

業務純益

   うち、債券５勘定尻

（億円、％）
単体ベース

業務粗利益

経費（臨時費用を除く）  （△）

その他業務利益

＜連結／通期 予想＞ ・経常利益 ９５億円 ・当期純利益 ５６億円

＜予想の前提＞
○貸出金（末残）

事業性 ＋５００億円
個人ローン ＋５００億円

○預貸金利回り
①貸出金 2.077%⇒2.045%

（△0.032%）
②預金等 0.272%⇒0.217%

（△0.055%）
③預貸金利回り差1.805%⇒1.828%

①－② （0.023%改善）

○資金利益 ＋ ９億円
貸出金 ＋１０億円
預金等 ＋１６億円
有価証券 △１７億円

○有価証券損益尻改善
△９６億円→△８億円

○信用コスト減少
１８０億円→１００億円
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中期経営計画の進捗状況中期経営計画の進捗状況および最終年度修正計画および最終年度修正計画

ボリューム

指

標

貸出金平残

最終年度
当初計画

（１０年３月期）

最終年度
当初計画

（１０年３月期）

預金等平残

コ ア 業 務 純 益

28,600億円

33,400億円

(＋5,500億円）

(＋4,100億円）

(＋4,100億円）

285億円

経 常 利 益 235億円

当 期 純 利 益 140億円

コ ア Ｒ Ｏ Ａ 0.75%

Ｒ Ｏ Ｅ 7.3%

コ ア Ｏ Ｈ Ｒ 55%

自 己 資 本 比 率 10%以上

不 良 債 権 比 率 1%台

預り資産残高(末残) 8,500億円

分 配 可 能 額 770億円

収
益
力
／
効
率
性

健
全
性

最終年度
修正計画

（１０年３月期）

最終年度
修正計画

（１０年３月期）

27,300億円

32,200億円

222億円

90億円

56億円

0.64%

3.87%

61.93%

10.00%

2%台前半

5,900億円

466億円

２年目実績
（０９年３月期）

２年目実績
（０９年３月期）

26,440億円

31,542億円

219億円

△81億円

△41億円

0.64%

－

62.14%

10.10%

2.73%

5,404億円

430億円

中計スタート台
（０７年３月期）

中計スタート台
（０７年３月期）

23,102億円

29,254億円

(＋4,198億円）

(＋2,946億円）

(＋1,596億円）

235億円

183億円

117億円

0.72%

7.45%

59.92%

10.51%

2.75%

4,304億円

461億円

(＋3,338億円）

(＋2,288億円）

(＋ 1,100億円）
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本日は、弊行会社説明会にご参加いただきまして
誠に有り難うございます。

本日配布致しました資料に記述されている将来の
業績予想及び未確定の目標値等は、経営環境の変
化等に伴い変化し得ることにご留意下さい。

本日の説明に関するご照会先

武蔵野銀行 総合企画部

℡ ０４８－６４１－６１１１（代）

担当：田上・松本（広報・IRｸﾞﾙｰﾌﾟ）
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埼玉県の魅力埼玉県の魅力

1.巨大なマーケットの中心に位置

１都6県と隣接、日本の人口の1/3（約4千万人を抱える）首都圏の巨大マーケット

２.交通網の発達

（１）発達した道路交通網

「関越」・「東北」・「常磐」自動車道がそれぞれ南北に縦断するとともに
「東京外環自動車道」は東西に横断している。

（２）鉄道網の充実

大宮を基点とした「東北」・「秋田」・「山形」・「上越」・「長野」新幹
線網により主要都市と直結している。

３.多種多様な製造業が集積

（１）多種多様な製造業

自動車関連産業を主体に多種多様な地場産業などがあります。
⇒川口市(金型・鋳物)、さいたま市(光学機器)等
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埼玉県の魅力埼玉県の魅力

（２）埼玉県の製造業立地件数

平成19年埼玉県の製造業等立地件数 第6位 71件

平成20年埼玉県の製造業等立地件数 第7位 63件

4.大学・研究機関が集結

（１）埼玉県内250以上の研究機関が立地

（２）埼玉県内に59の大学キャンパスを有する ⇒ 当行の産学連携の取組（提携）

・東洋大学 平成17年5月提携

・埼玉工業大学 平成18年3月提携

・立教大学 平成19年7月提携

・日本工業大学 平成19年11月提携

・西武文理大学 平成19年12月提携

5.東京に隣接しているものの地価が割安

出所:埼玉県

6.一人当たり県民雇用者報酬が高い

工業地・商業用地平均価格は、東京ばかりか、
神奈川県よりも割安
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埼玉県主要プロジェクト一覧埼玉県主要プロジェクト一覧

《駅周辺の整備》
1.大宮駅周辺地区再開発事業
2.鉄道博物館周辺の整備
3.日進駅周辺地区開発事業
4.「西大宮駅」周辺地区開発事業
5.浦和駅周辺地区開発事業
6.武蔵浦和駅周辺地区開発事業
7.上尾駅東口市街地再開発事業
8.蕨駅西口地区再開発事業
9.武蔵野操車場跡地開発事業
10.越谷駅東口第一種市街地再開発事業
11.越谷レイクタウン特定土地区画整理事業
12.狭山市駅西口地区整備事業

《新都心の整備》
1.さいたま新産業拠点（SKIPシティ)の整備
2.本庄新都心地区整備

《新交通システム沿線の整備》
1.埼玉高速鉄道沿線の整備
2.つくばエクスプレス沿線の整備

《高速道路の整備》
1.圏央道IC等周辺の整備
2.三郷インターA地区の整備

《その他》
1.PFI事業
2.本田技研工業(寄居・小川工場)

・三郷

・大宮

・越谷
・浦和

・本庄

・寄居

・小川

・狭山

・上尾

・蕨

《埼玉県の重点施策》

1.みどりの再生

2.川の再生

《埼玉県の重点施策》

1.みどりの再生

2.川の再生

・川越

•埼玉県内には、プロジェクトが目白押し
•埼玉県の格付 ＡＡ＋（安定的） Ｒ＆Ｉ

•埼玉県内には、プロジェクトが目白押し
•埼玉県の格付 ＡＡ＋（安定的） Ｒ＆Ｉ
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埼玉県新施策埼玉県新施策

■埼玉が目指す将来像 住みやすく環境にやさしいゆとりの田園都市 埼玉

■基 本 方 針 みどりと川の再生 県民総参加で森林と清流の復活を

埼玉は川の国(河川割合､川幅日本一)
平成20年度は川の再生元年

・自然や親水機能の保全・創出
・水辺の魅力創出・発信
・水環境の改善
・川の浄化活動

平成20年度から自動車税と寄付金を
財源に｢彩の国みどりの基金｣を創設

・森林の保全・活用
・身近な緑の保全・創出・活用
・環境に関する意識の醸成

連携

■当行のさまざまなＣＳＲ活動への取組 ～ 『企業』としての社会的責任

★カーボンオフセット定期預金『地球の未来（ほしのみらい）』販売
～当行が排出権400ｔを取得し日本政府に無償譲渡

★『むさしの水と緑の定期預金』の販売
～『彩の国みどりの基金』への寄付（平成20年11月末日の本定期預金残高の0.01％上限100万円）

★公益信託「むさしの緑の基金」による自然保護団体への助成
～今年で17回目となり、延べ121団体、総額4,400万円助成

★各種団体への寄託
★夏季の軽装勤務「クールビズ」を実施
★地域貢献活動の一環として「バイオリンコンサート」の実施
★『ぶぎん環境カレッジ』の開催 ～当行従業員への「環境問題」・「自然環境保全」等の習得

•みどりと川の再生（当行のＣＳＲへの取組）•みどりと川の再生（当行のＣＳＲへの取組）
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圏央道の延伸効果圏央道の延伸効果

圏央道の全線開通により、東名、中央、関越、常磐、東関東などの各高速道と接続し、横浜港
、成田空港の他、新潟方面へのアクセスも格段に向上。埼玉県は全国屈指の交通の要衝。

平成21年度は川島IC～桶川JCT（仮称)間(延長
5.7㎞)の開設を予定。

埼玉県企業局は、平成19年度から圏央道沿
線における産業団地整備事業に取組んでい
る。

⇒ 菖蒲南部産業団地・川越第二産業団地
・騎西城南産業団地

•全国屈指の交通の要衝（平成２４年度中に県内全線開通予定）•全国屈指の交通の要衝（平成２４年度中に県内全線開通予定）
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埼玉県経済埼玉県経済①① ～全国順位～～全国順位～

総 人 口 705万人 2008年10月 全国５位(東京、大阪、神奈川、愛知）

事 業 所 数 24.8万ヶ所 2006年10月 全国５位(東京、大阪、愛知、神奈川）

県 内 総 生 産 20.8兆円 2006年度 全国５位(東京、大阪、愛知、神奈川）

製造品出荷額等 14.2兆円 2006年度 全国６位(愛知､神奈川､静岡､大阪､兵庫）

県 民 所 得 20.9兆円 2006年度 全国５位(東京、神奈川、大阪、愛知)

出所：総人口、事業所数 総務省
県内総生産、県民所得 内閣府
製造品出荷額等 経済産業省
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埼玉県経済埼玉県経済②② ～人口遷移～～人口遷移～
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65年70年75年80年85年90年95年00年05年07年08年09年

0

100

200

300人口

  世  帯  

■埼玉県の移動人口■埼玉県内人口および世帯数

出所：国勢調査（08年、09年は埼玉県の推計調査） 出所：埼玉県

万人

万世帯
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埼玉県経済埼玉県経済③③ ～地価動向～～地価動向～

■基準地価（埼玉県）

▲ 7.0
▲ 5.9 ▲ 5.7 ▲ 5.7

▲ 5.1

▲ 3.5

▲ 10.9

▲ 8.4
▲ 7.5

▲ 6.7 ▲ 6.3

▲ 4.3

▲ 1.8

-4.3
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3.7

▲ 1.7
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1.9

▲ 20.0
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(％）
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▲ 4.7
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▲ 0.9
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0.0

5.0

00 01 02 03 04 05 06 07 08 (年)

(％)

住宅地

商業地

■公示地価（埼玉県）

毎年1月1日を基準とした県内全域の平均変動率の推移毎年7月1日を基準とした県内全域の平均変動率の推移
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▲ 3.60
1.202.20

▲ 25.40

▲ 25.50 ▲ 29.30

▲ 4.60
▲ 6.30

▲ 2.30▲ 0.401.10

▲ 24.40

▲ 3.90
▲ 5.20
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%

埼玉県

全　　国

県内経済指標県内経済指標①① ～販売指数等～～販売指数等～

1.4

▲ 1.2

▲ 4.9▲ 0.9 ▲ 1.2

▲ 3.8

▲ 1.2

1.8

▲ 0.6
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▲ 0.6

▲ 1.3
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0.0

2.0

4.0

6.0
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%
埼玉県

全　　国

出所：経済産業省、日本自動車販売協会連合会

詳細につきましては、ぶぎん地域経済研究所のホームページ (http://bugin-eri.co.jp)をご参照ください。

■大型小売店販売額
対前年比の推移

■乗用車新車販売台数
対前年比の推移
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4.1 5.7 3.5
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■新設住宅着工戸数
対前年比の推移

■1世帯あたり消費支出額
対前年比の推移

出所：総務省、国土交通省

詳細につきましては、ぶぎん地域経済研究所のホームページ (http://bugin-eri.co.jp)をご参照ください。
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詳細につきましては、ぶぎん地域経済研究所のホームページ (http://bugin-eri.co.jp)をご参照ください。

■鉱工業生産指数
対前年比の推移

■有効求人倍率
対前年差の推移

出所：経済産業省、厚生労働省、埼玉県
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詳細につきましては、ぶぎん地域経済研究所のホームページ (http://bugin-eri.co.jp)をご参照ください。

■消費者物価指数
対前年比の推移

■企業倒産
倒産件数の推移

出所：総務省、埼玉県、帝国データバンク
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プロフィールプロフィール

■会社概要（2009年3月末日現在）

設立 1952年（昭和27年）3月6日
本店 さいたま市大宮区桜木町一丁目10番地8
従業員数 2,070名
資本金 457億円
有人店舗 91か店（県内89、県外2)
店舗外ATM 124か所
ＡＴＭ・ＣＤ設置台数 481台

■店舗配置図

■経営理念
「地域共存」「顧客尊重」を永遠の企業理念とし、
埼玉の地元銀行として総合金融サービスの向上に努
め、地域経済・社会の発展に貢献する。
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当行データ当行データ①① ～貸出金の推移～～貸出金の推移～
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当行データ当行データ②② ～預金等の推移～～預金等の推移～
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当行データ当行データ③③ ～有価証券の状況～～有価証券の状況～
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当行データ当行データ④④ ～預り資産・自己資本の状況～～預り資産・自己資本の状況～
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